
あなたからのご提案を県政に
クロース"アップ ご存じですか?自動車の税金

五箇山に伝わる民謡に取り組み、全国でも高く評価されている県立平高等学校郷土芸能部 (2年生)の皆さん。

固届畠畠a・
m ・税理
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■
県
議
会
十
二
月
定
例
会
で
は
、

田
中
さ
ん
へ
の
名
誉
県
民
贈
呈
を

全
員
一
致
で
可
決
。
ま
た
、
県
で

は
子
ど
も
県
広
報
「
き
と
き
と
☆

キ
ッ
ズ
」臨
時
増
刊
号
を
発
行
し
、

田
中
さ
ん
の
業
績
や
理
科
の
面
白

さ
を
子
ど
も
た
ち
に
も
わ
か
り
や

す
く
伝
え
ま
し
た
。

■
さ
ら
に
、
富
山
と
高
山
を
結
ぶ

「釣りバカ日誌13」撮影時のエピソード
を語る本木監督

生徒自らが各校の特色をアピール

日
本
中
に
夢
と
勇
気
を
与
え
た

偉
業

ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞
し
た

田
中
耕
一
さ
ん

■
十
二
月
十
日
、
田
中
耕
一
さ
ん

（
富
山
市
出
身
）
が
ス
ト
ッ
ク
ホ

ル
ム
で
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
授
賞
式
に

臨
み
ま
し
た
。
受
賞
の
対
象
と
な

っ
た
研
究
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

そ
の
人
柄
で
日
本
中
の
人
気
者
と

な
っ
た
田
中
さ
ん
に
、
世
界
か
ら

称
賛
の
声
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

美
し
い
富
山
の
景
観
を
い
つ

ま
で
も

景
観
づ
く
り
講
演
会

キ
ラ
リ
と
光
る
学
習
活
動
を
披
露

高
校
生
き
ら
め
き
フ
ェ
ア

■
講
演
を
通
じ
て
富
山
の
景
観
に

つ
い
て
考
え
る
「
景
観
づ
く
り
講

演
会
〜
美
し
い
富
山
の
再
発
見

〜
」
が
、一
月
十
七
日
に
北
日
本
新

聞
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

■
講
演
会
で
は
、映
画
「
釣
り
バ
カ

日
誌
13
」
で
監
督
を
務
め
た
本
木

克
英
氏
（
富
山
市
出
身
）
が
、「
映

画
に
描
く
富
山
の
景
観
」
と
題
し

て
基
調
講
演
。
映
画
の
題
材
と
な

っ
た
ふ
る
さ
と
富
山
の
景
観
を
語

り
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
九
月
に

制
定
さ
れ
た「
富
山
県
景
観
条
例
」

の
概
要
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

■
富
山
県
は
、
世
界
的
な
山
岳
景

観
や
緑
豊
か
な
田
園
風
景
な
ど
、

す
ば
ら
し
い
景
観
に
恵
ま
れ
て
い

ま
す
。富
山
県
景
観
条
例
は
、こ
の

か
け
が
え
の
な
い
貴
重
な
財
産
で

あ
る
景
観
を
守
り
育
て
、
次
代
に

伝
え
て
い
く
た
め
に
制
定
さ
れ
た

も
の
で
す
。

■
条
例
は
今
年
四
月
か
ら
施
行
さ

れ
ま
す
。県
で
は
、今
後
条
例
に
基

づ
き
景
観
づ
く
り
の
施
策
を
推
進

し
、
美
し
い
県
土
の
形
成
を
目
指

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

●
問
合
せ

県
庁
都
市
計
画
課

1
0
7
6（
4
4
4
）9
6
6
1

スウェーデン国王からメダルを受
け取る田中さん（共同通信社提供）

■
十
二
月
二
十
一
日
と
二
十
二

日
、
高
校
生
が
日
ご
ろ
の
学
習
活

動
を
発
表
す
る
「
高
校
生
き
ら
め

き
フ
ェ
ア
」
が
高
岡
テ
ク
ノ
ド
ー

ム
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

■
同
フ
ェ
ア
は
、
高
校
生
の
創
造

性
や
表
現
力
を
は
ぐ
く
む
「
高
校

生
に
よ
る
創
造
発
信
事
業
」
の
一

環
。
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
著

作
権
を
テ
ー
マ
に
し
た
デ
ィ
ベ
ー

ト
決
勝
大
会
や
英
語
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
、
研
究
発
表
な
ど
が

行
わ
れ
、
日
ご
ろ
の
学
習
の
成
果

を
競
い
合
い
ま
し
た
。

国
道
41
号
沿
線
は
、
田
中
さ
ん
を

は
じ
め
、
大
沢
野
町
で
少
年
時
代

を
過
ご
し
た
利
根
川
進
さ
ん
（
昭

和
六
十
二
年
医
学
・
生
理
学
賞
）

ら
四
人
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
ゆ

か
り
の
地
と
し
て
注
目
を
集
め
て

い
ま
す
。
県
で
は
、
か
つ
て「
ブ
リ

街
道
」と
呼
ば
れ
た
こ
の
道
を
、現

代
の
出
世
街
道「
ノ
ー
ベ
ル
街
道
」

と
し
て
観
光
や
文
化
な
ど
幅
広
い

視
点
か
ら
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

●
問
合
せ

県
庁
総
合
政
策
課

1
0
7
6（
4
4
4
）9
6
0
5

■
ま
た
、
会
場
内
で
は
、
県
内
六

十
八
校
の
特
色
あ
る
活
動
が
パ
ネ

ル
や
ビ
デ
オ
で
紹
介
さ
れ
た
ほ

か
、
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
の
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
や
実
習
品
の
展
示

即
売
な
ど
、
生
徒
自
ら
が
各
校
の

活
動
を
紹
介
。
進
路
の
参
考
に
す

る
中
学
生
や
家
族
連
れ
な
ど
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

■
県
で
は
、
今
後
も
高
校
生
の
創

造
力
や
表
現
力
を
伸
ば
す
と
と
も

に
、
そ
の
成
果
を
幅
広
く
発
信
す

る
機
会
を
設
け
て
い
き
ま
す
。

●
問
合
せ

県
教
育
委
員
会
指
導
課

1
0
7
6（
4
4
4
）3
4
5
0

田
中
耕
一
さ
ん
へ
の
名
誉
県
民
贈

呈
式
の
来
場
者
を
募
集
し
ま
す 

●
日
　
時
　
三
月
二
日（
日
） 

　
　
　
　
午
前
十
一
時
〜
十
一
時
四
十
分 

●
場
　
所
　
富
山
国
際
会
議
場 

●
応
募
方
法 

往
復
は
が
き
に
住
所
、氏
名
、電
話
番

号
を
記
載
の
う
え
、次
の
あ
て
先
ま
で 

〒
9
3
0
ー

8
5
0
1（
住
所
記
入
不
要
） 

県
庁
秘
書
課 

「
名
誉
県
民
贈
呈
式
」
係 

※
一
人
一
枚
、応
募
多
数
は
抽
選 

●
締
　
切
　
二
月
十
四
日（
金
）必
着 

●
入
場
料
　
無
料 

●
問
合
せ
　
県
庁
秘
書
課 

 

1
0
7
6（
4
4
4
）9
6
1
7

富
山
県
名
誉
県
民
・
富
山
市
名
誉
市
民 

贈
呈
式 
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自
動
車
の
税
金
は
大
切
な
収
入
源

私
た
ち
が
身
近
に
使
用
し
て
い
る
自
動

車
に
は
、
い
く
つ
か
の
税
金
が
か
け
ら
れ

て
い
ま
す（
図
①
）。県
税
で
は
、平
成
十
四

年
度
の
県
税
収
入
千
百
五
十
一
億
円
の
う

ち
、
自
動
車
に
関
す
る
税
金
は
二
百
三
十

二
億
円
で
全
体
の
約
二
〇
％
を
占
め
て
い

ま
す（
図
②
）。

自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン
化
税
制

環
境
に
や
さ
し
い
自
動
車
の
普
及
を
促

進
す
る
た
め
、
環
境
負
荷
の
小
さ
い
自
動

車
は
税
額
が
軽
減
さ
れ
、
環
境
負
荷
の
大

き
い
自
動
車
は
税
額
が
高
く
な
る
制
度
で

す（
図
③
）。※
軽
自
動
車
は
除
き
ま
す
。

あ
な
た
の
税
金
が
地
域
社
会
を
支

え
て
い
ま
す
。

豊
か
で
明
る
い
社
会
生
活
に
必
要
な
各

種
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
税
金
に
支
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
自
動
車
税
を
は
じ
め
、
納
税

通
知
書
が
届
き
ま
し
た
ら
、
お
早
め
に
納

付
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

法人事業税 

自動車税および 
自動車取得税 

個人県民税 

地方消費税 

軽油引取税 

その他の税 

5,795億円 

図① 

歳入 

その他 地方 
交付税 

県税 国庫 
支出金 

県債 

1,697億円 
（29.3％） 

238億円 
（20.7％） 

232億円 
（20.2％） 

190億円（16.5％） 

190億円（16.5％） 

181億円（15.7％） 

120億円（10.4％） 

1,233億円 
（21.3％） 

1,151億円 
（19.9％） 

802億円 
（13.8％） 

912億円（15.7％） 

自動車に関する税金 

購入にかかる税 所有にかかる税 

自動車取得税 
（県税） 

自動車税（県税） 
※普通乗用車など 
軽自動車税（市町村税） 
※軽自動車、二輪車など 

自動車重量税（国税） 

県の歳入に占める県税の種類と割合（平成14年度） 図② 

総排気量 
（単位：cc） 

1,000以下 29,500円 15,000円 22,500円 26,000円 

34,500円 17,500円 26,000円 30,500円 

39,500円 20,000円 30,000円 34,500円 

45,000円 22,500円 34,000円 39,500円 

51,000円 25,500円 38,500円 44,500円 

32,400円 

37,900円 

43,400円 

49,500円 

56,100円 

1,000超 
1,500以下 

1,500超 
2,000以下 

2,000超 
2,500以下 

2,500超 
3,000以下 

通常の 
年税額 

グリーン化税制による自動車税の年税額 図③ 
（自家用乗用車のうち主なもの） 

約50％軽減 約25％軽減 約13％軽減 約10％増加 

環境負荷の小さい自動車※ 
環境負荷の 
大きい自動車 

※排出ガス性能に応じて税率が軽減されます。詳しくは、購入される自動車販売店でご確
認ください。対象車種については、国土交通省のホームページでも紹介されています。 
　（http://www.mlit.go.jp/jidosha/green/green_.html） 

※ガソリン、軽油などの燃料にも税金がかかっています。 

●
問
合
せ

富
山
県
税
事
務
所
自
動
車
税
セ
ン
タ
ー

1
0
7
6（
4
2
4
）9
2
1
1

富
山
県
税
事
務
所
1
0
7
6（
4
4
4
）4
5
0
4

高
岡
県
税
事
務
所
1
0
7
6
6（
2
6
）8
4
0
5

魚
津
県
税
事
務
所
1
0
7
6
5（
2
2
）9
1
0
4

砺
波
県
税
事
務
所
1
0
7
6
3（
3
2
）8
1
0
4

自動車は私たちの生活に密着したものになっています。

そんな身近な自動車に関する税金について、県に納める

ものを中心に紹介します。

自動車税の納税通知書は、運輸支局に登録してあ
る所有者に送付することになっているからです。
下取りに出したり、事故等で廃車にするときには、
移転や抹消の登録手続きを必ず行ってください。

自動車税の納税通知書は、車検証に記載されてい
る住所に送付しているからです。住所が変わった
場合は、運輸支局で変更登録の手続きをしてくだ
さい。

自
動
車
に
関
す
る
県
税 

自
動
車
税 

毎
年
、四
月
一
日
現
在
で
自
動
車
を
所
有
し
て

い
る
人
に
一
年
分
課
税
さ
れ
ま
す
。 

自
動
車
取
得
税 

自
動
車
を
取
得
し
た
と
き
に
か
か
る
税
金
で
す
。

な
お
、県
に
納
め
ら
れ
た
税
金
の
約
七
割
は
市

町
村
に
交
付
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、こ
の
税
金
は

す
べ
て
道
路
整
備
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。 

平
成
十
三
、十
四
年
度
に
新
車
登
録
さ
れ
た
燃

費
・
排
出
ガ
ス
性
能
の
良
い
自
動
車
（
登
録
の

翌
年
度
か
ら
二
年
間
適
用
） 

※
平
成
十
五
年
度
以
降
に
新
車
登
録
さ
れ
る
分
に

つ
い
て
は
、内
容
が
変
更
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

新
車
登
録
か
ら
十
一
年
を
過
ぎ
た
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
、

十
三
年
を
過
ぎ
た
ガ
ソ
リ
ン
車
、L
P
G
車 

税
額
が
軽
減
さ
れ
る
自
動
車 

税
額
が
高
く
な
る
自
動
車 



県
政
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ン
ケ
ー

ト
に
お
答
え
い
た
だ
く
ほ
か
、
県
政
全
般

に
わ
た
っ
て

建
設
的
な
ご

意
見
・
ご
提
案

を
い
た
だ
く

「
県
政
モ
ニ
タ

ー
」
制
度
を
実

施
し
て
い
ま

す
。

県政へのご意見やご提案をお待ちしております

県民の皆さんからの声を紹介します 

ホームページアドレス 

生涯学習カレッジの講座 

　屋外の広告物については、
「富山県屋外広告物条例」に
より、表示場所や面積等の規
制を行っています。今後とも、

市町村とも連携して適切に対応していきます。 
　また、県土全体の景観に関する施策の指針として「富
山県景観条例」を昨年9月に制定（本年4月施行）し、美
しい富山の景観を守り伝えていくこととしています。 
●問合せ　土木部都市計画課 1 076（444）9634

　県では、さまざま
な生涯学習のニー
ズに応えるため、「県
民生涯学習カレッジ」
で多様な講座を開
設しています。また、

平成13年には新たに魚津と砺波に「カレッジ地区セン
ター」を設置したほか、テレビ放送やインターネットによ
る在宅学習講座を開設する
など、より多くの方が利用し
やすい環境づくりを進めて
います。是非ご利用ください。 

　県では、既存の道路を
改善するため「とやまの
みちフレッシュアップ事業」
を創設し、より良い歩行空
間の整備を進めています。
なお、ホームページでは整備事例をご紹介しているほか、
ご意見や具体的なアイデア等を募集しています。 
●問合せ　土木部道路課 1 076（444）3319

　犬や猫の避妊・去勢手術
は法律（※）で飼い主の責務
とされています。自治体の

助成について、犬・猫を飼っていない方の理解を得るの
は困難であり、今後とも飼い主の方への避妊・去勢手術
の普及啓発に努めていきたいと考えています。 
※動物の愛護及び管理に関する法律 

●問合せ　厚生部食品生活衛生課 1 076（444）3230

　本県で取水している深層
水の量は、現在一日あたり約
5,400m3です。日本海側
10箇所で同程度の取水をし
たと仮定し、単純に計算すると、

すべての深層水を取水するためには、 

約6900万年かかることになります。このように、現在
の取水は日本海全体の海水量に比べてわずかな量で
あり、環境を損ねる恐れはほとんどありません。 
　しかし、いかに膨大な量とはいえ、無限の資源ではあ
りません。県では、取水した深層水の資源性を有効に無
駄なく利用するため、深層水の多彩な利用技術の開発
研究を進めています。 
●問合せ　農林水産部水産漁港課 1 076（444）3294 
　　　　　商工労働部商工企画課 1 076（444）3245

歩道の段差を解消するとともに点字ブロックを設置し、歩行者にやさしい歩
道に改修しました。 

●問合せ 
県民生涯学習カレッジ本部 
1 076（441）8401

日本海の水深300ｍ以深の深層水量 
表面積 

130万km2 1,350m 1,050m 
1,350m

水深 水深300m以深分 

年間取水量 
5,400m3×365日×10箇所 

＝69,254,186.… 

http://www.tkc.pref.toyama.jp/

ホームページアドレス http://www1.tkc.pref.toyama.jp/NET/NET.HTM

なお、「とやま学遊ネット」では、さまざまな団体、機関
が行う学習機会の情報提供を行っております。 

ホームページアドレス 
http://www.pref.toyama.jp/sections/1501/ 
freshup/fresh.htm

（「海洋大事典」和達清夫 東京堂出版より） 
× × 

景観を損ねる大きな 
看板や広告塔は 
取り締まってほしい 

仕事や家庭をもちながら
身近な経済や金融、保険
などについて学べるよう、
夕方や夜、休日にセミナー
を開いてもらいたい 

ベビーカーや 
高齢者、車椅子にも 
配慮した歩道にして
ほしい 

犬猫の不妊に対する 
助成金制度を 
設けてほしい 

海洋深層水を 
汲み上げると、 
海の環境を損ね
るのではないか 

施工前 施工後 

皆さんからのご意見・ご提言を
いつでも受け付けています 

Eメール
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特
集

あなたからのご提案を県政に

32003.2

◆はがき、手紙の場合
〒930-8501（住所記入不要）県庁広報課
「知事へのはがき」または「知事への手紙」係
◆F A X の 場 合　県民相談専用FAX 076（444）3300
◆Eメールの場合　koho@pref.toyama.lg.jp

県 民 相 談 室
高岡地方県民相談室
魚津地方県民相談室
砺波地方県民相談室

県庁（本館） 2階 1076（431）3131
高岡総合庁舎1階 10766（26）8400
魚津総合庁舎1階 10765（22）9100
砺波総合庁舎1階 10763（32）8100

県のホームページでは、常時皆さんか
らのご意見・ご提言を受け付けている
ほか、重要な施策などを決定する際に
は個別にみなさんのご意見を募集して
います。 のマークが目印です。

＜県のホームページ＞
http://www.pref.toyama.jp

特
集

県
の
職
員
が
皆
さ
ん
の
地
域
へ
出
向

き
、
県
の
施
策
に
つ
い
て
の
説
明
や
意
見

交
換
を
行
う
「
出
前
県
庁
」。
開
催
日
時
や

場
所
を
県
で
あ
ら
か
じ
め
設
定
す
る
「
一

日
部
」
と
、
皆
さ
ん
か
ら
の
お
申
し
込
み
に

応
じ
県
職
員
が
出
向
く
「
し
ご
と
談
義
」
が

あ
り
ま
す
。

「
一
日
部
」
の
開
催
は
新
聞
広
報
「
県
か

ら
の
お
知
ら
せ
」
な
ど
で
ご
案
内
し
ま
す
。

ま
た
、「
し
ご
と
談
義
」
の
お
申
し
込
み
は

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
県
・

市
町
村
窓

口
等
に
備

付
け
の
パ

ン
フ
レ
ッ

ト
か
、
県

の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ

さ
い
。

各
分
野
で
活
躍
す
る
方
に
「
一
日
部
長
」

と
し
て
県
政

を
実
際
に
体

験
し
て
い
た

だ
き
、「
一

日
庁
議
」
の

場
で
さ
ま
ざ

ま
な
ご
提
言

を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

百
名
程
度

平
成
十
五
年
四
月
か
ら
二
年
間

県
内
在
住
の
満
二
十
歳
以
上
の
方
。

た
だ
し
、
公
職
選
挙
法
に
よ
る
公
職

者
、
公
務
員
及
び
過
去
二
年
以
内
に

県
政
モ
ニ
タ
ー
を
経
験
さ
れ
た
方
は

除
き
ま
す
。

は
が
き
に
次
の
項
目
を
記
入
し
て
、

県
広
報
課
あ
て
に
郵
送
く
だ
さ
い
。

・
住
所
、
氏
名（
ふ
り
が
な
）、
生
年

月
日
、
電
話
番
号

・
職
業
区
分（
次
の
中
か
ら
選
択
し

て
く
だ
さ
い
）

①
農
林
・
漁
業
②
建
設
・
製
造
業

③
サ
ー
ビ
ス
・
自
由
業
④
家
事

⑤
無
職

・
各
種
モ
ニ
タ
ー
経
験
の
有
無

（
例：

○
○
年
度
△
△
モ
ニ
タ
ー
）

・
県
政
モ
ニ
タ
ー
応
募
の
抱
負

（
五
十
字
程
度
）

二
月
二
十
八
日（
金
）（
当
日
消
印
有
効
）

（
平
成
十
四
年
八
月
実
施
）

出
前
県
庁
（
一
日
部
・
し
ご
と
談
義
）

県
政
モ
ニ
タ
ー

一
日
部
長
・
一
日
庁
議

募
集
人
数

任
　
　
期

応
募
資
格

応
募
方
法

募
集
締
切

県
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
中
！

消
費
者
に
わ
か
り
や
す
い 

表
示
の
徹
底 

輸
入
食
品
の
監
視
、 

規
制
の
強
化 

ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
つ
く
ら 

れ
た
食
品
で
あ
る
か
が 

わ
か
る
仕
組
み
の
確
立 

生
産
・
製
造
・
流
通
・
販
売 

段
階
の
監
視
、指
導
の
強
化 

消
費
者
へ
の
情
報
提
供
と 

啓
発
活
動 

環
境
ホ
ル
モ
ン
等
に
よ
る 

食
品
汚
染
の
実
態
把
握 

（％） 

64.6

44.9
41.1

25.8 24.8
22.0
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70

80

景
気
対
策 

雇
用
の
安
定
と
創
出 

少
子
化
対
策
・
子
育
て
支
援 

高
齢
者
福
祉
の
充
実 

（
介
護
保
険
等
） 

若
者
や
中
高
年
世
代
が 

活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り 

食
品
の
安
全
対
策 

除
雪
な
ど
の
雪
対
策 

病
院
等
の
医
療
の
充
実 

（％） 
0

5

10

15

20

25

30 28.4 28.4
18.6

18.3

19.9
前年度 
今年度 

16.2 16.621.6
20.1 19.5

16.8 15.9
15.3 15.1

（
前
年
度
は
調
査
項
目
な
し
） 

（
前
年
度
は
調
査
項
目
な
し
） 

消
費
者
の
側
に
立
っ
た
食
品
表
示
の
適
正
化
や

食
品
衛
生
監
視
の
強
化
、
食
品
の
生
産
履
歴
を
追

跡
・
検
証
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

昨
年
に
引
き
続
き
「
景
気
対
策
」
が
ト
ッ
プ
。

「
食
品
の
安
全
対
策
」
が
六
位
と
な
り
ま
し
た
。

知事へのはがき・手紙

来訪、お電話

県のホームページ

施設見学会で食肉検査の説明を受ける
県政モニターの皆さん

●特集についての問合せ・ご意見は
県庁広報課 1076（444）3133

今年置県120年を迎える富山県。置県時の最も重要な
課題は、荒れくるう河川の治水でした。月日の流れとと
もに県政の課題も移り変わり、県民の皆さんのニーズも
複雑・多様化してきています。県では、県政が直面して
いる課題を広くお知らせするとともに、さまざまな形で
県民の皆さんのご意見・ご提案をお聞きし、県政に反映
させています。新しい時代にふさわしい県づくりを進め
るために、多くの皆さんの参加をお待ちしています。

昨年11月18日に開催された一日庁議
昨年8月1日に開催された一日農林水産部
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温
か
い
声
援
が
励
み
に
な
る

あ
ど
け
な
さ
を
残
し
た
若
者
た
ち
が
舞

台
に
上
が
る
と
、
会
場
が
か
す
か
に
ざ
わ

め
く
。
若
者
の
顔
つ
き
が
変
わ
り
、
伸
び

や
か
な
歌
声
が
響
き
わ
た
る
。
見
事
な

舞
に
驚
嘆
の
た
め
息
が
漏
れ
、
大
き
な
拍

手
が
わ
き
起
こ
る
。
舞
台
に
立
つ
の
は
平

高
校
郷
土
芸
能
部
だ
。

「
民
謡
は『
形
』が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

舞
台
か
ら
降
り
て
こ
ぶ
し
を
突
き
上
げ
る

わ
け
に
は
い
か
な
い（
笑
）。そ
の『
形
』の

な
か
で
、
観
客
の
心
を
動
か
せ
る
な
ん
て

す
ご
い
こ
と
で
す
」
と
話
す
の
は
部
長
の

高

さ
ん
。

活
動
し
て
い
て
一
番
う
れ
し
い
の
は
、

お
客
さ
ん
か
ら
の
温
か
い
声
援
と
い
う
。

「
見
て
い
た
高
校
生
に『
す
ご
く
良
か
っ

た
、
感
動
し
ま
し
た
』
と
言
わ
れ
た
と
き

は
う
れ
し
か
っ
た
。
同
世
代
の
人
に
も

も
っ
と
見
て
ほ
し
い
」
高
校
生
の
顔
に
戻

っ
た
高

さ
ん
は
、
屈
託
な
く
笑
う
。

民
謡
が
は
ぐ
く
む
技
と
心

平
村
で
は
、
小
・
中
学
校
で
民
謡
の

基
礎
や
楽
し
さ
を
教
え
る
地
域
ぐ
る
み

の
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
唄
を
担
当

す
る
宮
川
さ
ん
も
、「
民
謡
は
小
さ
い
時

か
ら
慣
れ
親
し
ん
で
い
る
の
で
、入
学
前

か
ら
入
部
は
決
め
て
い
た
」
と
い
う
。

し
か
し
、高
校
で
目
に
し
た
の
は
高
い

レ
ベ
ル
を
目
指
す
先
輩
た
ち
の
姿
だ
っ

た
。地
元
の
保
存
会
の
方
々
か
ら
、踊
り

や
地
方
と
い
っ
た
伝
承
の
技
術
を
教
わ

る
。
三
味
線
の
さ
お
が
す
り
減
る
ほ
ど

の
練
習
に
、最
初
は
正
直
と
ま
ど
っ
た
。

こ
き
り
こ
を
踊
る
宮

祐
輔
さ
ん
も

「
細
か
い
表
現
が
本
当
に
難
し
か
っ
た
」

と
話
す
。そ
の
中
で
、う
ま
く
表
現
で
き

た
と
き
の
満
足
感
を
知
っ
た
。
舞
台
に

立
っ
た
と
き
の
緊
張
感
は
、
今
は
た
ま

ら
な
い
魅
力
の
一
つ
に
な
っ
た
と
い
う
。

ま
た
、
地
域
と
の
関
わ
り
も
変
わ
っ

た
。「
地
元
の
人
と
挨
拶
し
あ
う
よ
う
に

な
っ
た
」
と
は
宮

さ
ん
。
地
元
で
の

公
演
は
、
見
て
い
る
人
み
ん
な
が
先
生

だ
か
ら
特
別
だ
。
逆
に
地
域
の
小
学
生

を
教
え
る
こ
と
も
あ
る
。
活
動
を
通
じ

て
、
地
域
の
人
と
心
が
通
じ
合
っ
て
い

く
。
民
謡
は
、
確
か
な
絆
で
五
箇
山
の

人
々
を
つ
な
い
で
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向
か
っ
て

高

さ
ん
た
ち
は
四
月
か
ら
三
年
生
。

新
入
部
員
を
迎
え
、部
を
ま
と
め
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
今
年
の
夏
に
行

わ
れ
る
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
で

再
び
ベ
ス
ト
４
に
入
り
、東
京
の
国
立
劇

場
で
発
表
す
る
と
い
う
目
標
も
あ
る
。

地
方
の
リ
ー
ダ
ー
で
三
味
線
の
宮

将
太
さ
ん
は
、「
地
方
を
き
ち
ん
と
ま
と

め
た
い
。
自
分
の
課
題
は
麦
屋
節
の
出

だ
し
で
、
も
っ
と
う
ま
く
な
り
た
い
」
と

話
す
。
副
部
長
の
鉢
呂
さ
ん
は
、「
み
ん

な
が
一
体
と
な
っ
た
演
奏
を
国
立
劇
場

で
披
露
し
た
い
」と
力
を
込
め
る
。「
中
学

ま
で
は
、
ひ
と
つ
の
こ
と
に
打
ち
込
む
な

ん
て
な
か
っ
た
。
今
は
も
う
毎
日
が
民

謡
。
そ
れ
が
楽
し
い
」
と
宮
川
さ
ん
。

「
先
輩
た
ち
の
技
を
受
け
継
い
で
、
高

校
生
ら
し
い
の
び
の
び
と
し
た
踊
り
や
演

奏
を
し
た
い
」
と
語
る
部
員
た
ち
の
瞳
は

輝
い
て
い
る
。
き
っ
と
大
き
な
舞
台
で

最
高
の
感
動
を
与
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

地方の指導を受ける部員たち。練習は主
に夜に行われる。踊りより地方を希望す
る新入部員の方が多いという。

郷
土
の
豊
か
な
民
謡
を
通
し
て
、

心
を
ふ
れ
あ
い
、
感
動
を
呼
び
た
い

第25回全国高等学校総合文化
祭で見事優秀賞を受賞し、優秀
校東京公演で発表した（東京国
立劇場）。

左より

宮
みやざき

将太
しょうた

さん、鉢呂
はちろ

政樹
まさ き

さん、

高
たかくわ

壮成
たけのり

さん、宮川
みやがわ

顕子
あき こ

さん、

宮
みやざき

祐輔
ゆうすけ

さん（以上2年生）

こきりこ、麦屋節、といちんさ節といった富山を代表する民謡のふるさと五箇山。その
美しい山間で、平高校郷土芸能部は活動を続けている。部が発足して14年、全国高等
学校総合文化祭で上位入賞を重ねる（文化庁長官賞（ベスト4）3回、優良賞2回）な
ど、その活躍は全国でも注目されている。平高校の特色は、踊りだけでなく三味線や
太鼓、唄などの地方（じかた）も部員が担当すること。現在部員数は42名を数える。

県立平高等学校
郷土芸能部の
皆さん
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全国に紹介された 全国に紹介された 

「海洋深層水」のブランド化競争が取水地域間で激化する
なか、富山が売上高で日本一となっていることを伝えた。
立山連峰や薬のイメージに加え、物流の
優位性、東京でのラッピングバスなど
の広告が要因では、と分析している。

皆さんに郷土の良さを再発見・再認識していただくため、新聞・
テレビ・雑誌など、さまざまなメディアで全国に紹介された富山
の話題を紹介します。今回は平成14年11月～12月に紹介され
た話題の中からいくつかを紹介します。なお、ここで紹介しきれ
なかったものは県庁広報課のホームページでご覧になれます。

深層水は富山ブランドがトップ

日本初の山岳警備隊となる富山県警山岳警備隊に迫っ
た。地元立山町の山岳ガイドに指導を受
けた隊員が、さまざまな苦難を乗り越え、
雪の剱岳での大量遭難に立ち向かったド
ラマを伝えた。

冬の剱岳へ決死の出動

ノーベル化学賞を受賞した富山市出身の田中耕一さんに
スポットをあてた。「自分の頭で考え、自分の足で歩き、
自分の手で作る」と作文に書いた故郷富山での小学校時
代が田中さんの原点と伝え、番組史上最高の視聴率を記
録。

日本中の感動を呼んだ「生涯一エンジニア」

■応募方法
ハガキに、アンケートの答え、郵便番号、住所、
氏名、年齢と本誌の感想を記載し、県庁広報課
「県広報とやま2月号プレゼント係」まで。
締　切／2月21日（金）（消印有効）

如月は「生更ぎ」とも書かれ、草木が生き返る
時期といいます。雪の五箇山で練習に励む平
高校郷土芸能部の取材で、反物の桜色は早
春の桜皮から取るという話を思い出しました。
桜は木いっぱいにあの桜色を溜めて春に備え
るんだとか。満開の花が今から楽しみです。

県広報とやまは、隔月（偶数月）発行で新
聞折込により各家庭にお届けします。ま
た、次の場所で無料配布するほか、郵送に
よる購読も受け付けています。

主な配布箇所／県庁、県刊行物センター
（県民会館１階）、県の各施設、市町村役場、
図書館、文化ホール、公共温泉施設、主な
ショッピングセンター、いきいきKAN（富
山駅前CIC５階）、JR駅（一部）、富山空港、
東京事務所、大阪事務所、名古屋事務所

定期購読の申込方法／郵便番号、住所、氏
名、電話番号、購読回数を明記し、郵送
料として１回当たり120円分の切手を同封
のうえ、県庁広報課「県広報とやま　定
期購読係」までお申し込みください。

なお、本号とバックナンバーは、県庁広報課
のホームページで閲覧することができます。

あなたが県政の情報を得ているのは、
次のうちのどれですか（複数回答可）

①広報誌「県広報とやま」
②新聞広報「県からのお知らせ」
③北日本放送テレビ「こんにちは富山県です」
④富山テレビ「とやまDASH!フォーカス・イン」
⑤チューリップテレビ「富山が元気。見たモン勝ち2」
⑥FMとやま「とやま県聞録」
⑦その他（内容を記入ください）

今後の予定

「ひるどき日本列島」
NHK総合　2月24日（月）～28日（金）午後0:20～0:45

ひるどきの富山から生中継。冬の富山の暮らしや遊び
など、富山の魅力と人を伝えます。

NHK総合「にんげんドキュメント」 11月21日、12月12日

NHK総合「プロジェクトX」 11月19日

日経流通新聞　12月5日朝日新聞　11月13日

富山県が全国に紹介された情報をお持ちでしたら、ぜひ県庁広報課までお知らせください。

とやまの情報お伝えします！【2月の県政番組・お知らせ】 ※番組タイトルは、
いずれも仮題です。

■新聞広報「県からのお知らせ」
2月8日の朝刊各紙に掲載予定

■富山県ホームページ
http://www.pref.toyama.jp/

北日本放送テレビ
毎週日曜11:00～11:30

チューリップテレビ
第４日曜 10:00～10:52

ＦＭとやま
毎週月曜～木曜11:30～11:40
毎週土曜 11:30～11:55

富山テレビ
毎週日曜 9:00～9:30

9日 わがまち自慢～城端町～
16日 北方領土と富山のつながり
23日 雪国・富山を楽しもう

9日 雪に克つ！
16日 我が町の自慢パートⅣ
23日 温故知新

23日 冬こそスポーツ part2

●県庁広報課への郵便、ご連絡は

●県庁広報課のホームページは

〒930-8501（県庁専用郵便番号、住所記入不要）県庁広報課あて
1 076（444）3134  FAX 076（444）3478 e-mail koho@pref.toyama.lg.jp

http://www.pref.toyama.jp/sections/1101/1101.htm

生活保護を受けている人の割合が、富山では人口1000
人あたり1.9人と全国一少なく、最多の北海道の約10分
の1となっている、と伝えた。この数値は必ずしも失業率
と連動しておらず、相互扶助意識や持ち家率の
高さなどを反映しているのでは、とのこと。

助け合う家族や地域

「名曲を訪ねて」のコーナーで、童謡の「お正月」を取り
あげ、作曲者の瀧廉太郎が幼年時代を過
ごした富山のイメージを反映している、
と伝えた。瀧が過ごした富山での生活、
餅つきなど師走の光景を紹介。

「もういくつねると」は富山のお正月

きょうの健康　12月号

20名の方に、
「水墨美術館観覧券」
をペアでプレゼント
します。
（当選の発表はプレゼン
トの発送をもってかえさ
せていただきます。）
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本誌は古紙100％の再生紙を
使用しています。

次号4月号は3月末に発行予定です。

★水墨美術館、立山カルデラ砂防博物館、中央植物園は土日・祝日の小・中学生、高校生の観覧料、入園料は無料です。

身障者用駐車場有り 

車いす用観覧席有り 

車いす対応エレベーター有り 

車いす用トイレ有り 洋式トイレ有り ベビーシート有り 

出入り口平坦またはスロープ有り 
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富山県シャフルボード太閤山ランド大会
【3/15（土）9：30～15：00】受付9:00～
最近人気のニュースポーツ・シャフルボードの
大会を行います。一人でも気軽に参加すること
ができます。
参加費 300円　うちばき持参
要申込 3/1まで　定員 128名（申込順）
申込先 実行委員会@0765（74）0011

9:00～17:00
休 火曜・祝日の翌日（2/11、3/22は開園）、3/24
入園無料（駐車料金は3/31まで無料）

パスコ● 

◎ 
太閤山ランド 

●環境科学 
　センター 

●県立大学 

至富山 至高岡 

至JR小杉駅 

至小杉I.C

至
新
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園

企画展「私の植物画展」
【2/7（金）～26（水）】
一般公募した植物画約140点を展示します。
※入園料が必要です。

「平成14年度研究発表」
「日中共同研究報告
－雲南省にベゴニアを求めて－」
【3/16（日）13：00～16：00】
職員が行っている研究活動の発表や中国・
雲南省での共同研究について紹介します。

9:00～17:00休木曜
入園料　一般 600円小・中 300円★

R359

◎ 
中央植物園 

ファボーレ 
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北陸自動車道 
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第24回民謡春まつり
【3/2（日）開演11：00】
日本郷土民謡協会北日本地区連合会に所属
する民謡7団体が、県内や全国各地の唄と踊
りを織りまぜた、にぎやかな公演を行います。
1,800円（当日は200円高）全席自由

城址公園 

●県庁前公園 
●
富
山
中
部
高
校 

● 
県庁 

松川 

至JR富山駅 

至丸の内 

市
内
電
車 

教育文化会館 
◎ 

 文化功労者顕彰記念
梅花の調べー郷倉和子展
【2/22（土）～3/23（日）】
日本画壇を代表する女性作家の一人として
活躍し、昨年、文化功労者に選ばれた郷倉和
子の｢梅のシリーズ｣から、春と秋の院展出
品作を中心に約40点を展示します。
一般 1,000円／高・大 600円／小・中 300円★

※常設展示もご覧になれます。

富
山
市
五
福
7
7
7

1
0
7
6（
4
3
1
）3
7
1
9

水

墨

美
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館
9:30～17:00（入館は16:30まで）
休月曜・祝日の翌日（3/22は開館）
常設展示観覧料一般 200円高・大 160円小・中 100円★
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●富山トヨペット 
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野球場 
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陸上 
競技場 

富山工業 
高校● 

富山商業 
高校 
● 

神通大橋 

富山大橋 至
高
岡 

●情報ビル 

◎水墨美術館 
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舞台芸術・芸能発見ライブ in ORBIS
アフリカ太鼓っておもしろい！
【3/7（金）開演18：30】
アフリカ伝統の楽器を駆使し、奏でるリズム
は聴くものの心の奥底を揺さぶります。冬
の寒さをものともしない熱いコンサートを
開催します。
出演／山北紀彦、三田健司、木村正人
3,000円（前売・当日とも）全席自由

●CIC

バスターミナル ◎オルビス 

マリエとやま 

JR富山駅 至高岡 至魚津 
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ズームアップ！郷土の音楽家たちコンサート2003
Brillant ～吹奏楽の響き～富山ミナミ吹奏楽団
【2/11（火・祝）開演14：00】
富山県を代表する社会人吹奏楽団のコンサ
ートを開催します。
曲目／トランペット奏者と吹奏楽の為の協奏曲（第１番）

ホルン、ウインド、パーカッションの為の狂詩曲
一般 1,200円／学生 600円　全席自由

富山県水墨美術館所蔵作品による工芸－美の美展
【2/21（金）～3/9（日）9：00～17：00】無料
人間国宝の金森映井智や松原定吉などの工芸作品を展示します。

◎ 
高岡文化 
ホール 

JR氷見線 

至JR高岡駅 

高岡 
古城公園 
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県民会館学園美術教室作品展
【2/28（金）～3/2（日）9：00～17：00】無料
※3/2は16：00まで

N響メンバーによる弦楽四重奏コンサート
【3/14（金）開演19：00】
N響メンバーが県民の皆さんから寄せられた
リクエスト曲を演奏します。
曲目／ハイドン「皇帝」

ビートルズ「イエスタディ」「レット・イット・ビー」他
一般 3,000円／学生 1,000円（当日はそれぞれ500円高）
全席自由

 ◎ 
県民会館 ●市役所 

●市立 
　図書館 城址 
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写真展「自然の魅力」
【～2/16（日）】無料
ナチュラリストが感じた自然のすばらしさ
や大切さを約50点の写真で紹介します。

写真展「立山カルデラ」
【3/1（土）～4/6（日）】無料
体験学習参加者などから公募した写真約50
点を展示します。

9:30～17:00（入館は16:30まで）
休月曜・祝日の翌日（3/22は開館）、2/18～2/22
一般400円高・大 320円小・中 200円★

◎ 
立山 
カルデラ 
砂防博物館 

立山駅 

● 
立山砂防 
工事事務所 

富山地方鉄道 立山線 

立
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至富山 至称名滝 

至立山山麓 
　スキー場 
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野鳥写真展
【～2/10（月）】

高等学校生物部会写真展
【2/14（金）～22（土）】

サンショウウオを知る
【3/16（日）10：00～12：00】
残雪の中に産卵に来るホクリクサンショウ
ウオの生態などを学びます。
参加費無料　対象小学生以上　要申込 3/14まで

9:00～16:00 休 火曜・祝日の翌日
（2/11、3/22は開園）、3/24 入園無料

◎ねいの里 

至砺波 

至八尾 

有沢橋 至高岡 

小杉I.C

JR
高
山
本
線 

婦中大橋 

●いこいの村 

北陸自動車道 神
通
川 

千
里
駅 

R359

休 2/6、2/7、3/3

休 火曜（2/11は開館）
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こども歳時記｢ひな祭り｣
【～3/2（日）】
やじろべえなどの伝承玩具をもとに、ゆるやか
な動きのある3種類のおひな様を作ります。
材料代 200円

小さな玩具展 ーおまけのおもちゃたちー
【～3/9（日）】
大正10年代から現在まで、お菓子についてく
るおまけのおもちゃ約510点を展示します。

9:30～17:00
休 火曜・第4水曜・祝日の翌日（2/11、3/22は開館）、3/24
入館無料
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らいちょうバレー雪の祭典
【2/8（土）、9（日）11：00～14：00】
リフト1日券ほかが当たるゲーム大会、山麓鍋の販売などを行います。

ひなまつりファン感謝デー
【3/3（月）】
女性に限り、リフト・ゴンドラが１日無料になります。

8:30～16:30（土日・祝日は8:00から）
ナイター営業（17:00～21:00）
※3月上旬までの毎週金～日、祝日の前日、祝日
１日券 中学生以上4,200円小学生以下2,700円
半日券 〃　　3,000円 〃　　1,900円
ナイター券 〃　　2,300円 〃　　1,500円
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 ウインターマーチング2003
【2/11（火・祝）開演14：00】
県内のマーチングバンドによる華やかなス
テージショーを行います。
一般 800円／小学生以下 500円　全席自由

バレエパフォーマンス イン 新川 2003
【3/16（日）開演14：00】
クラシックバレエ、モダンバレエ、ジャズダ
ンス、フラメンコなど、県内の洋舞団体が個
性あふれる創作舞踊を披露します。
一般 800円　全席自由

R8

R8◎新川文化
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至富山 至黒部 

魚津駅 JR北陸本線 

至魚津I.C

角
川 

住吉北 

魚
津
市
宮
津
1
1
0

1
0
7
6
5（
2
3
）1
1
2
3

新
川
文
化
ホ
ー
ル

「うららか」平成9年
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